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 電磁気観測から明らかになった富士火山の熱水系 
 
○ 相澤広記・富士山比抵抗研究グループ 

 
近年、活動的な火山の地下浅部（数１００ｍ～数

キロ）には電気伝導度が極めて良い層が広がって

おり、その直上の地表において、自然電位はプラ

スの異常を示すことが明らかになってきた。宝永

の噴火以降約３００年間噴火活動が無く、表面上

の地熱活動も全く見られない富士山においても

この２つの事実があてはまることが、筆者を中心

とする野外調査によって明らかになった（Fig.1 
Fig.2 ）。現在のところ、この２つの事実を「地下

浅部での熱水系の存在」以外でうまく説明できる

考えは提示されていないので、富士山の地下にも

熱水系が存在すると考えるのが有力である。筆者

はこの考えに立脚して富士山の熱水系について

考察した。まず、MT 法によって求まった電気伝

導度構造に対して、熱水の上昇域を表すプラスの

電流源の深さを、forward 計算によって決定した。

その結果は山頂火口直下深さ約１ｋｍとなった。

この深さは MT 法で求まった良導体の上面とほぼ

一致する。よって「地下深部から上昇してきた流

体が、何らかの理由により深さ１ｋｍで上昇を止

め、熱水溜りを形成している」という熱水系を考

えることができる。 
次に、熱水系の空間的な広がりについて考察し

た。観測された自然電位分布は特定の斜面につい

ては電位勾配が大きく異なっているが、これは決

して表層の電気伝導度のコントラストでは説明

できず、表層以深の電気伝導度構造にコントラス

トがあることが示唆される。そこでどのような電

気伝導度コントラストを与えれば上記の事実を

説明できるかを、再度 forward 計算によって確認

した。その結果、山頂火口に対して、北西側には

熱水系がより発達していて、宝永火口がある南東

側には（良導体＝熱水系）が存在しないという構

造を仮定すればよいことが分かった。また、周期

１秒付近の Induction vector は北西側斜面を指し

示し、上記の仮定を支持している。直接的な証拠

は無いが、熱水系の広がりが方位によって異なっ

ているということが事実であるならば、熱水系の

広がりは応力場を反映していると考えることが

できる。北西側では広域応力場によって北西―南

東方向にクラック群が発達しているため熱水系

がより発達する、南東側では宝永噴火の際の岩脈

の貫入による局地的応力場（圧縮場）がクラック

の連結を悪くし、熱水系の発達を阻んでいる、と

考えられる。この考えは（Takada,1994  高

田,1995）の一連のクラックについての研究を参

考にした。 
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